
（別紙３）

～ 令和8年2月7日

（対象者数） 33 （回答者数） 20

～ 令和8年2月7日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 ・みんなが楽しめる集団活動を準備し、活動の充実を図る。

2 ・引き続き報連相をしっかり行う。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・その場に居ない職員にも必ず伝わるよう、メモを置く等の

目に見える形で共有する。

2 ・朝のミーティングの際、毎回、職員で運転の確認を行う。

3

○事業所名 こどもプラス谷山教室

○保護者評価実施期間
令和8年1月13日

○保護者評価有効回答数

令和8年1月13日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年2月11日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・急な変更に対し、職員間で情報共有が行き届いていない事が

ある。
・全員がその場に居なくても、伝えたつもりになってしまう。

。大きくはなくとも事故が多い。
・慣れによる不注意。

・目視の軽視。

・学校、学年にかかわらず子ども達の仲が良い。お互いの良い

ところ悪いところを理解し、距離感を持ってかかわることが出

来る。

・状況や子ども達自身の様子を見ながら、様々な組み合わせで

活動を楽しめるようにしている。

・職員間で常に子ども達一人一人とのかかわり方を話し合うこ

とが出来る環境がある。

・問題が起こった際、一人だけで解決しようとせず他の職員と

協力して支援する。分からない事はすぐに相談する。

事業所における自己評価総括表公表


